
 

令和 3 年 5 月 21 日開催 障サ協≪特別研修会≫ 

～中央情勢報告～ 
令和３年度報酬改定と全国社会就労センター協議会の取り組み 

 

受講者の感想より 

 

・要点を簡潔にお話いただきき、とても分かりやすかったです。 

・貴重なお話をありがとうございました。今年度の報酬改定の流れが分かりました。法律

を定めていくのは中央に在住する団体だけではなく、日ごろのアンケートの回答などが大

切とよくわかりました。 

・現場のことをあまり理解できていませんでしたので、貴重な機会となりました。ありが

とうございました。 

・厚生労働省への要望・調整については、大変なご苦労があったと思います。行政職員で

ある私も、現場の実状御意向を踏まえた施策立案に取り組みたいところですが、財源とい

う大きなハードルもあり、日々困難を抱えています。引き続き、現場の皆さんの声も踏ま

えて、一緒に考えてまいりたいと感じました。 

・アンケート(調査)については、市、県、国、その他研究機関等からも頻繁に来ており、全

て回答を返しておりましたが、正直辟易しておりました。しかし、今回の講義でやはりき

ちんと回答をした方がいいなと改めて思いました。 

・「経営実態を踏まえた基本報酬の見直し」その考え方は非常に勉強になりました。ありが

とうございます。 

・リモートということで、気軽に参加できました。ありがとうございました。 

・利用者に提供するサービスの質の向上に向けて、引き続き、充実した研修の開催を希望

します。 

・新しい情報を関わっている方からお聞きする機会は大変、助かります。 

・Ａ型のスコアにある地域の企業と共同で商品開発などはＢ型で事業所でもしていて、結

構人手も資金もかけているので加算が付くと助かると思いました。 

・障害児の将来的な社会参加等、現在の国の考え方・方向性が見えてきたのと、それに対

しての団体での取組が分かり、参考になりました。 


